














まとめ 

母子と学校保健を結びつける一つの手だてとして心検を取り上げた藤沢方式の,普偏化に

基礎をおいた三年間の研究は,地域と学校との保健管理の面で,トータル・システムの一端

を確立する事が出来た。そして神奈川県域への拡大も着々と進展しているようである。こ

のシステムは,ほぼ形態を整えて来たが,その内容面では,まだまだ改善,研究の余地が残さ

れていると思う。特に最近,学童心臓検診のコンピューター化に関する研究とその有用性に

ついて報告が相次ぎ,行政的にも委託研究が盛んである。近い将来,検診技術とシステムが

大幅に改定される機運がみられる。本研究の究極の目的は,乳幼児そして,学童への検診と,

その後の療育に関する一貫したトータルシステムをつくることであり,その端緒となるこ

とを望んでいる。 


